
1 学校名  Centro Educacional Pioneiro

2 住所 Av. Dr.Altino Arantes,1098　Cep;04042-004

3 電話・　e-mail  HP Tel;5073-3033 赤間晃平氏宅;5011-4987 携帯;98294-7999
E-Mail：fdakama@pioneiro.com.br
http://www.pioneiro.com.br/

4 創設者名

5 現理事長名 石塚カツオ

6 開設時期

7 沿革 1933年赤間夫妻によって裁縫学校として開校、1935年初等教育学校を開設

8 教育理念 教養のある責任感のある子どもの育成、エタッパ・ドーナ非日系卒業生？？？

9 教育目標

10 生徒数 800人  幼稚園から高校まで

11 日本語教師 ４名（ＵＳＰ出身、・・・？）

12 日本語・日本文化教育課程 午後の選択科目で、日本語選択者は30%
日本語教育は赤字。高校４０～５０人、修了証書出す。日本語を必修にしない理由
（２部制？）。宮尾氏意見は日系社会の将来に悲観的。継承語教育は文化を取り入
れた教育が必要、日本人の特性を出す教育が大事。

13 教科書

14 施設

15 日本の学校との交流

16 機構への要望 機構は活動をしてない（ワークショップはときどきしている）。金が無ければ何もでき
ないので登記をし、会員を増やし会費を徴収し、寄付を求めるべきである。このまま
では期待できない。ＪＩＣＡからの日本人派遣教師はありがたいが、アパート提供、携
帯電話・ＴＶの用意など経費がかかる

17 備考 伝統的に日系の占める割合が８０％と高い。他の日系コレジオは日系色が少ない。
進学率高い。創業者である赤間みちへ先生（現赤間晃平理事長の御母堂）時代の
卒業生が子や孫を入学させる。ブラジル人からは日本人の学校と思われている。親
や２～３世はは子どもに日本語を勉強させたいと思っている。
バンデイランチやタッパなどの名門校入学率が高い。他校によって初等科（小中高）
から引き抜かれることが少なからずある（場合により奨学金で）。

３．赤間学園




